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〈後援〉京都府教育委員会 

    特定非営利活動法人 開発教育協会 

  －－－－－2012年度第3回開発教育セミナー 福井スタディツアー申込書－－－－－ 

 〈宿泊先〉 

  網元の宿 民宿「はた」 〒917-0101 福井県小浜市田烏３６－４０   

        電話    ０７７０−５４−３２１９ 

        http://www16.plala.or.jp/hataryokan/ 

（フリガナ） 

名  前        生年月日   年  月  日 所 属                                  

住  所 〒 

 

電話（             ）                －     ﾌｧｯｸｽ（               ）                －     携帯     － 

電子メール：           ＠ 

◇往復の方法について、次のA、Bいずれかに○をおつけください。 

 A．皆と同じ列車を希望する。（ﾁｹｯﾄ締切：８月１３日。以後、ｷｬﾝｾﾙにはｷｬﾝｾﾙ料がかかります） 

    [ 行き：9/15 JR京都  9:49発（サンダーバード85号）―敦賀10：48着、 

   帰り：9/16 JR敦賀 敦賀17:42発（サンダーバード36号）―京都18:39着 ]  

   

 B．現地集合する。（切符は自分で手配する） 

 

通信欄：       

 

◆ 第４回 １０月１３日（土）～１０月１４日（日） 

 「脱成長の社会をデザインする 

   ～「豊かさのものさし」を見直す～ 」 
  講師：中野佳裕さん（国際基督教大学社会科学研究所） 

◆ 第５回 １１月１０日（土）～１１月１１日（日） 

 「『多みんぞくニホン』を生きる 

   ～在日コリアンとベトナム難民～ 」 
  講師：山中信幸、織田雪江、丸山まり子 

◆ 第６回 １２月８日（土）～９日（日） 

 「日本に基地はもういらない！？  

 ～沖縄を太平洋の要石から平和を展望する拠点へ～」      
      講師：豊下楢彦さん（関西学院大学法学部教授）  

          FAX：０７５－７０１－５２５６  締切：８月３１日（金） 

 〈宿の備品〉 

 ・浴衣、ハブラシ、ハンドタオル （ドライヤーは風呂場のみ） 

  その他のものはご持参ください。<例>バスタオルなど  

  日 時：２０１２年 ９月１５日（土） ～ １６日（日） 

 集 合 ： JR敦賀駅 改札前 ９月１5日 11：00 

  参加費：２１,０００ 円（宿泊・食事代、施設入場料、現地バス、旅行保険込み）  

 福井県には14基の原子力発電所があります。原発に最も依存してきた

関西電力から電気を得てきた住民として、なぜ福井に原発が作られたの

か、人々はどのような思いで暮らしてきたのかをたずねる旅を企画しま

した。原発関連施設を見学し、福井の自然にふれて、これからの私たち

のエネルギーについて語り合いましょう。 

財）日本クリスチャンアカデミー 関西セミナーハウス活動センター 

     

 脱原発のための 

  福井スタディツアー 

 

 

 ※ 申込み締切は、8月31日(金)、または定員に達し次第。(JR団体チケット扱いは、８月１３日まで） 

 解 散：JR 敦賀駅 ９月１6日17：00 

開発教育セミナー 
人権・平和・環境などの地球的課題がテーマの参加型学習。特に日本

と世界とのつながりを「持続可能な開発」をキーワードに考える。 
２０１２年度 第３回 

 山崎 隆敏 さん  YAMAZAKI Takatoshi 

 「若狭ネット」福井連絡先・「サヨナラ原発福井ネットワーク」代表 

   1949年生まれ。越前和紙販売会社経営。1970年に水俣病支援活動に携わる。帰郷後、海

女さんたちの石油コンビナート反対運動を支援する。1980年から原発問題に本腰を入れ

るようになり、1991年の美浜原発事故を契機に市民グループ「若狭ネット」を立ち上げ

る。1993年、チェルノブイリ被災地（ベラルーシ共和国）を救援物資を携えて訪問。

1995年に今立町議となる。２度目の議会で国への「もんじゅ廃炉意見書」を書く。 

 2005～07年、関西学院大学で公共政策の講義を行う。     （次ページに著書） 

講 師：山崎 隆敏さん 
（「若狭ネット」福井連絡先・「サヨナラ原発福井ネットワーク」代表） 

 宿 泊：民宿「はた」 (裏面参照） 

◇現地まで、同行を希望され

る方は、集合、解散の時間に

合わせた団体切符を手配し

ます。ご希望の方は、申込欄

にご記入ください。 

(受付～8/13） 

 定 員：２０名  

     ※ 現地の移動は、マイクロバス (貸切）を利用します。 



９月１５日（土）              

 

１１：００ 

１１：１０～１７：００ 

  

  
  
 

  
  
 

 

 

 
 

１７：００ 

  
１８：００～１９:００  
 

１９：００～２１:００  
   
  

 

 集合（JR敦賀駅 改札前 ）  

〈バス乗車〉〈昼食〉 
 

 現地研修① 

   敦賀原発・美浜原発～ 

   日本原電PRセンターもしくは関電PRセンター～ 

   原子力研究開発機構(もんじゅ)のセンター見学 

   常宮神社、立石集落見学 

 現地研修② 

    放射線検知器の運動を続けてきた田代牧夫さんのお話  

     

 民宿「はた」 

 

 夕食   

 

 現地研修③ 

   小浜市への原発誘致を退けた秦俊司さんのお話 

   山崎隆敏さんのお話 

   意見交流 

 

９月１６日（日）               

 

７：００～ ８：００ 

 

８：００～１３：００ 
  
  

 
 

  
１３：００～１６：００ 
 

 

 

 

 

１７：００  

  

 朝食  
  

〈バス乗車〉 

現地研修④  大飯原発見学 
 

現地研修⑤  明通寺訪問（中嶋哲演さんのお話)  

 

  森と暮らすどんぐり倶楽部訪問〈昼食〉 
 

 現地研修⑥ 

   松下照幸さん、石地優さんのお話 

     

ふりかえり 

 

解散 (JR敦賀駅） 

◎ スケジュール◎  

 著書『福井の月の輪熊と原発』（八月書館1990年）、『福井のイヌワシと原発』（八月書館

1993年）、『生き残れない原子力防災計画』（白馬社2010年）、『福井の山と川と海と原発』

（八月書館2010年） 
敦賀原発 

美浜原発 

田烏 

大飯原発 

高速増殖炉もんじゅ 


